
祝３年連続 優秀賞
題目：『 江戸東京野菜で６次産業化 』

～ 内藤唐辛子で広がる瑞穂町の絆 ～

８月１８日に、真岡市女性会館（栃木県真岡市）にて開催されました関東地

区学校農業クラブ連盟大会に、本校食品科生徒６名が東京都代表として「プロ

ジェクト発表会 分野Ⅲ類（ヒューマンサービス）」に出場し、全国大会には進

めませんでしたが、３年連続の『優秀賞』を受賞いたしました。

大会会場入口にて集合写真 メイン会場に各都県連盟旗が勢揃い

制限時間ギリギリ（9分55秒）ではありましたが、立派な発表ができました。



審査員長からの発表者への質疑にも、しっかりと応答できました。

審査結果を待つ間に他校の研究活動記録簿を閲覧し、見聞を広めました。

閉会式後に「意見発表会」優秀賞生徒とともに、賞状を持って記念撮影



＜ 関東大会での発表活動をふりかえって ＞

どの学校の選手たちも、真剣にプロジェクト研究活動に取り組んできたのだと感じ

ました。また、人を引きつけるような上手な発表者もいて、もっと話が聞きたくなり

ました。

今回、学校の代表としてこの大会に参加できたことはとても良い経験になりました。

これで３年生３人が引退してしまうので、１･２年生合わせてもメンバーが２人にな

ってしまいます。ですから、もっと増やして来年度の大会に出たいと思います。

（１年 発表補助者）

自分の体調管理が出来てなくて、メンバー皆に迷惑をかけてしまったのがすごく心残り

です。メンバー皆がどうやったら私に負担がかからないで発表補助が出来るかと色々と気

を使ってみてくれてたおかげで、私も本番でちゃんとパソコン操作をする事が出来ました。

メンバー一人一人の存在がとても大きく感じました。それは今まで一緒にやってきたとい

う事があったからだと思ってます。

大会を振り返って、 自分たちに不足していたものは、自分たちが活動を一生懸命に取

り組んでいるということを存分に上手く周りに伝えられていなかったと言うことだと思い

ます。他にもいくつか不足していた部分もあったのだと思うのですが、上手く言葉にする

のが難しいです。

最後になりますが、今年も全国大会に行く事は出来ませんでしたが、皆で頑張れて良か

ったです。本当に皆には感謝してます。ありがとうございました。

（３年 発表補助者）

大会に参加してみて結果だけを見れば疑問と悔しい気持ちでいっぱいですが、発表者の

自信満々な発表態度を補助者として見ていて安心感がありました。他の学校の発表は、内

容が濃くハッキリしていていいなと思う内容ばかりでした。

今回も全国大会に行くことは出来ませんでした。大会を振り返ってみて私たちに足りな

かったことは、「本番を楽しむ心」や「周りへの感謝の心」だと思います。本番では緊張

のせいで笑顔を意識しすぎていたのか、自分も含めて自然な表情ではなかったです。そし

て、この舞台に立てることは普通のことではないので、誰のお陰で舞台に立てたのか意識

が薄れていたように思います。これらのことを活かして、来年こそ全国大会に行って欲し

いです。

個人的には、今回発表補助者としてですがこの大会に出場することができて、さらに皆

の支えにもなることができて良かったです。 （３年 発表補助者）



１年の時はパネルをあげるだけだったので緊張しなかったけれど、今回は発表者として

の大会だったのでとても緊張しました。控席にいる時には「大丈夫かな」と、とても不安

になりました。しかし横で先輩が「大丈夫」と言ってくれたので安心しました。そして本

番。いざ審査員の先生方を目の前にしてみると、何も考えられず真っ白になりました。

ただ自分の覚えている事を言うだけでした。

やはりミスが出てしまいました。それは、自分が弱かったからだと思います。昨年度の

関東大会でもっと緊張感を持って臨んでいれば、大会特有の雰囲気に慣れておけば、もっ

と自分らしい明るい発表ができたのではないかと思います。

（２年 発表者・代表者）

今年は、去年より各学校のレベルが上がっていたように感じました。また、去年もこの

大会に参加していたプロジェクトが今年で活動を停止すると発表したりと、プロジェクト

活動を継続することの難しさを感じました。

私は正直に言って今年の最優秀賞は納得いっていません。ただ、私たちの発表は去年の

ものより良い発表だったと、今でも自信を持っています。

他校もそうですが、来年の発表の方がさらに良くなると思うので、ストップウォッチの

使い方や質疑の応答方法、活動時の画像をより多く残すなど、今年の反省や課題を来年の

発表に生かして欲しいです。

私たち３年生にとって、最後の大会で全国へ進めなかったのは悔しかったですが、今年

は去年より自分が満足できる良い発表が出来て良かったです

（３年 発表者・プロジェクトリーダー）


